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「母の日の集い」で紹介させて頂いた詩です。作者不詳で、もともとは英語で書かれていたものでした

が、日本語に翻訳されたものがインターネット上に掲載され、広がっていったようです。

私にも20歳と18歳の娘がいます。この詩を初めて読んだとき、娘たちを最後に抱っこしてやったのは

いつだろう、最後に一緒にお風呂に入ったのはいつだろう、最後に一緒に寝たのはいつだろう、といろ

いろ思い出してみましたが、あれが最後だったという記憶は、はっきりとは思い出せませんでした。

どんなに子どものことを大切に思っていても、仕事が忙しかったり、精神的に余裕がなかったりする

と、早く何でも一人で出来るようになってくれないかな、いつになったら親離れするんだろう、トイレ

ぐらい1人で行ってくれないかな、休みの日ぐらいゆっくりさせてほしい・・・などといらだってしまう

こともあるでしょう。でも、ある時ふと気が付くと「いつのまにか」に変わっているものなのです。こ

の詩のように、いつか「最後のとき」がくることは、頭ではわかっているつもりだけど、「これが最

後」というのはその時には分からないのです。

子どもの「今」は、2度と繰り返しません。子どもの「今」としっかり向き合って、「今の」子どもと

関わる時間を大切にして下さいね。


